
 

＊「日本興亜おもいやり倶楽部」 

日本興亜保険グループの役職員有志を会員とするマッチングギフト制度であり、1996 年に発足しました。会員が毎月の給与から拠

出した金額に会社が同額を上乗せして、団体等に寄付をするなど、両者一体となった社会貢献活動を行っています。 

      

 

 

 

      ２０１１年１月１８日 

 

「環境」「教育」「女性」の分野で先駆的な活動をするＮＰＯの自立を支援 

「日本興亜おもいやりプログラム」 2010 年度助成先決定 

日本興亜損害保険株式会社（社長：兵頭 誠）は、「日本興亜おもいやり倶楽部」(*)を通じて運営する「日本興

亜おもいやりプログラム」の2010年度助成先6団体を決定し、総額300万円の助成を行うこととしましたのでお

知らせします。 

「日本興亜おもいやりプログラム」は、2005 年度よりスタートし、「環境」「教育」「女性」の3 分野で先駆的

な活動をしている団体の自立・自稼動を支援することで、非営利セクターの発展とともに健全な社会の発展に貢

献することを目的としています。 

本年度は、初めて公募による助成を行い、全国のNPOから合計134件の応募（環境分野：42団体、教育分野：

60団体、女性分野：32団体）をいただき、厳正なる審査の結果、環境分野2団体、教育分野2団体、女性分野2

団体の合計6団体を助成先として選定しました。選定した助成先は以下のとおりです。 

なお、「日本興亜おもいやりプログラム」は2005年度の開始以降、累計で32団体に総額1,600万円の支援を行

っています。 

＜２０１０年度「日本興亜おもいやりプログラム」助成先＞ 

分

野 
団体名 所在地 プロジェクト名 

組織基盤強化の 

重点ポイント 
助成金額

環

境 

特定非営利活動法人 

森のライフスタイル研究所 

長野県 

伊那市 

自主財源の獲得をめざす森づくりメニュー

を活かした社員研修プログラムの新規開発
新規事業の立ち上げと資金調達 50 万円

特定非営利活動法人 

環境文明２１ 

東京都 

大田区 

企業との連携による環境教育教材開発の 

新規事業化 
学校向けの学習教材の開発 50 万円

教

育 

特定非営利活動法人 

おかやま犯罪被害者 

サポート・ファミリーズ 

岡山県 

岡山市 
みんなで支える「命の授業」プロジェクト

資金調達を目的としたプログラ

ムの開発と広報ツールの開発 
50 万円

特定非営利活動法人 

子どもセンター「パオ」 

愛知県 

名古屋市 

子どものためのシェルター運営・中間施設

設立 

PC 購入、税理士相談により経理

の体制を整える 
50 万円

女

性 

特定非営利活動法人 

チャイルド・リソース・センター 

（ＣＲＣ） 

大阪府 

大阪市 

虐待再発防止プログラムのためのファンド

レイジング確立プロジェクト 
資金調達 50 万円

特定非営利活動法人 

女性エンパワーメントセンター福岡 

福岡県 

福岡市 
移住（外国人）女性への多言語相談事業 新規事業の立ち上げと人材育成 50 万円

以 上 

 

 

 

 

 

 


